
 

 

事例発表 １３：３５ 

労働者協同組合 こども編集部 

代表理事 金井智美氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

という働き方

会計処理について 14:20 

有限会社人事・労務 質疑応答 15:00 

 
活用できる助成金 14:50 

長野県産業労働部労働雇用課 

労働環境係 主事 鷲尾健氏 

 

まとめ・感想 15:15 

ワーカーズコープ・センター事業団北陸

信越事業本部 本部長 川原隆哲氏  

    

  

 

質疑応答 14:05 

 

持
続

可
能な

労働者協同組合設立のためのセミ
ナ

ー

参 加 費 無 料 

オンライン同時開催 

 

https://forms.gle/XVxCHL9QVnwrUp5m9 

 

 

 

 

 

 

申込締切 6/10（火）  

 

mailto:workerscoopnagano@gmail.com


 

「人々が大切にされる暮らし、仕事、地域」の実現にむけ、市民が事業を通じて取り組む・・・そ

のための新しい仕組み「労働者協同組合」。一体どんな制度？どんな取り組みが広がってい

るの？どんな思いに支えられているの？等、多くの期待と疑問を寄せ合い、具体的な事例を通

じて「労働者協同組合」の可能性と意義、課題に迫ります。また地域課題の解決のためには、

安定的に事業を行う労働者協同組合の存在が大事なため、社労士会や会計士会と連携したセ

ミナーといたします。 

 

 

賛同団体：認定特定非営利活動法人 長野県 NPOセンター 

  社会福祉法人 長野県社会福祉協議会 

  公益財団法人 長野県長寿社会開発センター 

 

 

 子どもの「やってみたい！」想いを社会がバックアップする。それが普通だと思えるよう

な社会を作りたい。「こどもがつくる こどもに届ける」をコンセプトにした編集部。 

子ども達 1 人 1 人が自分の「好き」や「夢」「目標」また自分の人生を諦めないで済むようた

くさんの大人がそれぞれの立場で子ども達の応援団となっているコミュニティ。 

子ども達の活動をサポートする大人サポーターは全員様々なキャリアや仕事をもつ「兼業

主婦」です。教育・福祉・建築・経理など幅広い分野で活躍しているメンバーも在籍している

ためプロジェクトや組織運営に必要な知識や人脈があることが最大の強み。そして全員が

自分の「得意」「好き」を活かしてこども編集部の活動に関わっているため「遊ぶ」「学ぶ」「働

く」が一体化している様子を子ども達に見せることができます。また「編集部」という器を作

ることで活動の軸はそのまま無限に広がりを持たせることができるというところもワクワ

クできるポイントの 1つです。 

 

知りたい！労働者協同組合法 厚労省 

https://www.roukyouhou.mhlw.go.jp/ 

長野県労働者協同組合活用促進モデル事業 

https://www.pref.nagano.lg.jp/rodokoyo/roukyoumodel.html 

 

 

動画サイト 

https://www.roukyouhou.mhlw.go.jp/

